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発表の内容
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①  日本火山学会火山防災委員会の紹介

②  トンガ・フンガ火山2022年1月噴火の概要

③  トンガにおける現地調査の概要

④  聞き取り調査で得られた火山灰影響の概要

⑤  まとめ



火山防災委員会の概要
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火山学会としての火山防災への取り組みを強化するため、
臨時委員会として2004年から活動。2013年に常設化。

設置目的：
①火山災害の予防・軽減に関わる基本的な問題点を評価し、
その解決に適当な背策・方法について検討した上で、その
推進を社会に向けて提言する。

②官民を問わず火山防災に関する助言、啓発活動のための
情報発信を進める。

主な活動：
① シンポジウムの開催
② 啓発用資料の作成
③ 地域安全学会との連携によるオンライン勉強会
④ 内閣府「火山防災協議会等連絡・連携会議」への参加
⑤ その他



火山防災委員会メンバー
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現在、下のメンバーで活動しています。

委員会担当理事兼委員長 石峯康浩（富士山科学研究所）

委員 上澤真平（電力中央研究所） 
江川香 （アジア航測）
及川輝樹（産業技術総合研究所） 
熊谷英憲（学習院女子大学）
久利美和（気象庁） 
佐藤公 （磐梯山噴火記念館）
宝田晋治（産業技術総合研究所） 
千葉達朗（アジア航測） 
新堀賢志（火山防災推進機構） 
三輪学央（防災科学技術研究所） 

（五十音順）



火山防災委員会からのお願い
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◆火山学会火山防災委員会で取り組むべき活動
等についてご助言、意見等がございましたら、
ぜひ、お声かけください。口頭でもメールでも、
構いません。

◆特に、シンポジウムや勉強会で取り上げてほし
いテーマががあれば、ぜひお知らせください。

◆協議会での取り組みについても、ご質問等ござ
いましたら、ぜひ、ご相談ください。可能な限り、
対応させていただきます。



フンガトンガ・フンガハアパイ火山の噴火
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➢ フンガトンガ・フンガハアパイ火山は
トンガ王国の首都ヌクアルファがある
トンガタプ島北方約65㎞にある火山。

➢ 2022年1月15日に大規模噴火が発生。
➢ 噴煙は観測史上最高の約57 kmに到達。

➢ 太平洋全域で潮位変動が観測されて、
日本でも広域で津波警報・注意報発令。

トンガ首都から見た1月15日の噴煙
（写真提供：トンガ在住・中曽根円香さん）

フィジー

トンガ

フィジー

トンガ

ニュージーランド

オースト
ラリア

トンガ王国はオーストラリア東岸沖約3000km、
フィジーとニュージーランドの間に点在する
約170の島々からなる王国。人口は約10万人。
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現地調査の概要
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◆目 的：トンガにおける噴火被害の状況に関する情報収集

◆課題名：「トンガ海底火山噴火とそれに伴う津波の予測と災害

 に関する総合調査」に関する突発災害調査研究

  （文部科学省科学研究費特別研究促進費）

◆訪問者：石峯康浩（山梨県富士山科学研究所）

◆期 間：2023年1月6日-1月20日（機内泊含む14泊15日）

◆訪問地：トンガ王国トンガタプ島ヌクアロファ市（首都）

 ババウ島ネイアフ市（ババウ州都）

◆訪問先：トンガ地質局（TGS：トンガ王国の公的機関）

 世界保健機関（WHO）トンガリエゾンオフィス

 国際協力機構（JICA）トンガ支局

 滞在ホテル周辺（トンガ在住日本人からの聞き取り）



訪問時の現地の状況
（トンガ首都における津波による被害の痕跡）
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トンガ首都があるトンガタプ島では、島の北西部を中心に多くの家が津波に
のまれた。特にビーチ沿いにあるリゾートホテルが壊滅的な被害を受けた。

全写真、発表者撮影

北西部の岬部分では
西から東に約800mの
陸域を津波が通り抜けた。



噴火直後の現地での対応
（噴火による降灰への対応）
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2022年1月16日のトンガ首都の家屋の状況
（写真提供：トンガ在住・中曽根円香さん）

2022年1月16日のトンガ首都の車の状況
（写真提供：トンガ在住・中曽根円香さん）

首都ヌクアロファ市があるトンガタプ島をはじめ周辺の島々で大量の降灰を観測。
現地では屋根から集めた雨水を飲み水に利用しており、火山灰への影響が懸念された。

トンガ王国ババウ島の民家と雨水タンク
（写真： 2023年1月11日、発表者撮影）

2022年1月27日のババウ島での屋根の清掃状況
（写真提供：トンガ在住・ルイ敬子さん）



（参考）水支援担当者向け資料の作成・配布
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IVHHN（火山噴火による健康影響に関する研究者らが情報共有をするための国際火
山学地球内部化学協会の専門委員会の一つ）はSPC（太平洋共同体）、WHO、
UNESCOと共同で1月21日付で水衛生支援者向けの“Draft for early circulation to 
WASH＊ partners”という資料を作成。ネットで公表

WASHはWater Sanitation & Hygieneの略称。災害時等に人道支援を実施
する際のグループとして位置付けるために利用されることが多い用語である。

https://www.spc.int/DigitalLibrary/Doc/GSD/Public_Reports/General/Joint_QA_brief_on_water_security_and_the_Hunga_volcano___Draft_for_early_circulation.pdf



（参考）水支援担当者向け資料の作成・配布
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英語版資料を1月27日にMassay大学 Stewart 博士からのメール経由で入手し、翻訳。

関係機関（国立保健医療科学院、社団法人エピナースメンバー）と相談の上、JICA 、 

JDRメンバー、DMAT事務局、民間ボランティア団体等に提供。



訪問時の現地の状況
（首都市街地の火山灰の堆積状況）
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首都ヌクアロファ市では、市街地の舗装道路（主に路肩）に相当量の火山灰が
残っている（噴火から約１年後の2023年1月時点）。

（写真： 2023年1月13日発表者撮影）



訪問時の現地の状況
（首都での火山灰清掃作業）

側溝にも大量の火山灰が流れ込んだようで、市中で作業員が清掃活動をしていた。
（噴火から約１年後の2023年1月時点）。

（写真： 2023年1月17日発表者撮影）



まとめ
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◆  トンガ王国で発生した火山噴火では同時発生した津波で家屋が流

されるなどの深刻な被害を一部地域にもたらすとともに、広域で

降灰の影響が発生した。すなわち、自然災害だけでも複合災害的

な特徴があった。

◆ CoVID19に伴うロックダウンによる物流・支援の停止ならびに海

底ケーブルの破断による情報途絶が災害対応の大きな障害となっ

た。すなわち、社会状況や情報技術の冗長性の欠如が被害を増幅

した重層的な複合災害であった。

◆火山灰が降ったのは半日程度だったが、飲用水の確保が困難に

なったほか、側溝に灰が詰まって降雨時に車両の通行が困難にな

る状況が長期間、続くなどの影響が発生していた。

◆今回の噴火災害は、災害の備えとして、充分な量の備蓄、ならび

に複数の情報伝達手段の確保が重要であることを示唆している。
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